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6．多自然型調整池の計画・設計手法 

清水建設㈱ 

□生き物と共生する調整池 －多自然型調整池の計画・設計手法－ 

  茨城県水戸市郊外の十万原新都市開発（現 水戸ニュータウン）での事例を紹介します。 

  本開発は敷地面積 135ｈａ、居住人口 5,100 人の大規模な住宅地開発事業で、その

内、当社は 14ｈａにわたる洪水対策のための調整池と近隣公園の一次造成工事、余水吐

構造物（貯水量を調整する排水用の構造物）の設計施工を茨城県住宅供給公社から提案

型コンペで受注したものです。 

対象地は自然豊かな湿地であり、ゲンジボタルやタコノアシなど貴重な動植物も数多

く、調整池機能維持と地域生態系保全の両立が重要な課題でした。 

課題解決のため実施した事項を以下に示します。 

   

  ・「人が 1/2 造り、残りの 1/2 を自然に創ってもらう」エコロジカル・ランドスケー

プ 

   の理念に基づき設計 

・「湧水の野外博物館」という新たな風景創出をコンセプトとし、多自然型調整池を具

現化 

・ＧＩＳを活用し、地域生態系の定量評価を行い、保全対象と保全対策を明確にし、

設計に反映 

・余水吐構造物のオリフィス（洪水調整用装置）の越流水深を下げ、十分な調整池機

能を確保しながら、多種多様な動植物の棲める多自然型調整池とした 

  ・検証のためのモニタリングを工事完了後も継続 

 

□生き物と共生する調整池 －水辺のランドスケープデザイン－ 

  目 的 

造成事業に必要な調整池において、以前からそこに存在していたかのような水辺を 

創出し、地域のエコシステムの保全と防災機能を両立させる。 

デザインの特徴 

 １）地域生態系 

   ・地域環境の骨格を分析することで、人が手を加えていいところと、いけないと

ころを明確に区分 

 ２）動植物 

   ・調整池が建設されても水辺環境を棲みかとしている動植物が存続できる条件を 

    探る 

 ３）土木技術 

   ・多自然で防災上安全な調整池を成立させる 
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 ４）ランドスケープ 

   ・「生き物がいる水辺」という新しい風景を具体的に演出 

 

□新たな環境指標 －シミズ・グリーンコード－ 

当社は、生態系に配慮した活動を実施してきましたが、地球温暖化や自然災害などへの 

問題解決を目指し、「環境」と「危機管理」、「社会責任」の面から建物を評価する独自 

の基準「シミズ・グリーンコード」を設定し活用を開始しました。 

「シミズ・グリーンコード」は、お客様にとっての価値を最大化し、かつ、地球への優 

しさも実現する環境度を表す指標です。 

・「シミズ・グリーンコード」は、「建物の価値」と「地球環境負荷」を表す評価軸で

構成 

・「建物の価値」の評価軸は、「公的環境評価項目（ＣＡＳＢＥＥ）」に、「当社独自 

 評価項目」を加えたトータルな環境指標 

・当社独自評価項目は、「地震防災」、「異常気象対策」、「生態系配慮」、「長寿命化」 

 「モニタリングシステム」 

・「地球環境負荷」の評価軸は、「省エネによるＣＯ2 削減」、「緑化によるＣＯ2 吸収」 

「シミズ・グリーンコード」の適用の効果 

・環境負荷が少なく、災害に強い、資産価値の高い建物を実現 

・建物の計画段階で、環境保全などに対する建物の性能が客観的に把握できる 

・社会的により高いレベルの責任を果たす建物として評価され、企業評価の向上にも

寄与 
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